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午後Ⅱ試験 

問１ 

出題趣旨 

 プロジェクトマネージャ（PM）には，システム化に関する要求が従来に比べて，複雑化かつ多様化している

中で，システム化で実現する要件を適切に定義できるようにプロジェクトをマネジメントし，プロジェクト目

標を達成することが求められる。 

 本問は，要件を定義する際に計画した，要件の膨張を防ぐ対応策と要件の定義漏れや定義誤りを防ぐための

対応策，及びそれらの対応策の実施状況と評価について具体的に論述することを求めている。論述を通じて，

PM として有すべきプロジェクトの計画・管理・運営に関する知識，実践能力などを評価する。 

 

問２ 

出題趣旨 

 プロジェクトマネージャ（PM）には，プロジェクトのスコープとして成果物の範囲と作業の範囲を定義し，

これらを適切に管理することでプロジェクト目標を達成することが求められる。 

 本問は，スコープの変更に至った原因とそれによるプロジェクト目標の達成に及ぼす影響，スコープの変更

の要否の決定，及びスコープの再定義の際の留意点について，具体的に論述することを求めている。論述を通

じて，PM として有すべきプロジェクトのスコープのマネジメントに関する知識，実践能力，関係者との折衝力

などを評価する。 

 

問３ 

出題趣旨 

 プロジェクトマネージャ（PM）には，システム開発プロジェクトの遂行中に発生する様々な問題を解決し，

プロジェクト目標を達成することが求められる。問題によっては，解決を図る際に関係者との利害の調整が必

要になる場合がある。 

 本問は，利害の調整が必要となった問題に対し，関係者とどのように利害を調整し，問題解決を図ったかに

ついて工夫を含めて具体的に論述することを求めている。論述を通じて，PM として有すべきプロジェクトの問

題管理に関する知識，実践能力などを評価する。 

 



1/1 

©2012 独立行政法人情報処理推進機構 

平成 24 年度 春期 プロジェクトマネージャ試験 採点講評 

 

午後Ⅱ試験 

プロジェクトマネージャ試験では，論述の対象としている“プロジェクト”について，適切に説明すること

が重要である。設問アについては，“プロジェクトとしての特徴”の論述を求めたが，システム開発に至った

背景やシステムの機能，開発するシステムへの期待，受験者がプロジェクトに参加するに至った背景，自分の

経歴などに終始した論述が多かった。 

各問に共通した点として，問題文中で例として示している工夫や対策などを単に引用しているだけで具体性

や説得力に乏しい論述が目立った。受験者の経験や知見や工夫が適切に論述されていないものは，受験者の能

力や経験は十分でないと評価せざるを得ないので，実際の経験に基づき設問に沿って具体的に論述してほし

い。 
問 1（システム開発プロジェクトにおける要件定義のマネジメントについて）では，要件を定義する際に計

画した，要件の膨張を防ぐための対応策や要件の定義漏れや定義誤りなどの不備を防ぐための対応策について

の具体的な論述が多かった。一方，要件が膨張してからの対策や要件ではなく要求の膨張を防ぐ対応策の論述

も見られた。 

問 2（システム開発プロジェクトにおけるスコープのマネジメントについて）では，スコープの変更に至っ

た原因とそれによるプロジェクト目標の達成に及ぼす影響，スコープの変更の要否の決定，スコープの再定義

の際の留意点についての具体的な論述が多かった。一方，スコープ変更に至った原因を明確にせず，結果だけ

の論述や，成果物の範囲と作業の範囲の変更点が不明確な論述も見られた。 

問 3（システム開発プロジェクトにおける利害の調整について）では，プロジェクト関係者の間で対立した

利害を調整しながら問題を解決したことについての具体的な論述が多かった。一方，利害が不明確あるいは利

害が対立していない論述や利害調整という言葉を使いながら実態は単なる話し合いにすぎない論述も見られ

た。 
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